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国 際 会 長 主 題 

ア ジ ア 会 長 主 題 

東 日 本 区 理 事 主 題 

あ ず さ 部 部 長 主 題 

東京西クラブ会長主題 

“Let Us Walk in the Light-Together”「ともに､光の中を歩もう」 

“Respect Y⁷s Movement”「ワイズ運動を尊重しよう」 

「広げよう ワイズの仲間」 

 ｢継続は力なり・一歩でも前に・そしてあがこう｣ 

「休まず たのしく 元気よく」 

 

 
 

 

 

 

 

ブリテン 500 号おめでとうご

ざいます。 

今、私の机の上には、A4 版・

35 ページからなる 1 冊の小冊子

が載っています。冊子のテーマ

は、『印刷媒体としてのクラブ・

ブリテンの編集手引き』。そして

表紙には、「2005年 6月 20日 東

京西ワイズメンズクラブ」と 7 項

目からなる目次、その裏面には吉

田明弘さんの「まえがき」。そし

て冊子の終わりまで、1 行の隙も

なくページが埋められています。

“この手引き”の出た 2005 年は、

東京西クラブにとってはチャー

ター後 30 年ほど経っています。

ブリテンでは 350 号あたりかな

と思われます。この話をあるワイ

ズメンにしたところ、ぜひ見せて

…ということで直ぐにお貸しし、

先ごろ戻されてきました。 

 何年かにわたってブリテンを

担当しているブリテン・エディタ

 

 

 

 

ーにとって、“この手引き”に書

かれていることは至極もっとも

なことばかり、だけでなく、一々

納得のいく内容になっています。

特に、「校正－校正ミスという名

の悪魔」で始まる一節は、“たか

がブリテン、されどブリテン”、

正に一見の価値あり、ここを読ま

れたワイズの皆さんは、“校正、

恐るべし”と心から思われたこと

と思います。 

今や PC 全盛の時代、ブリテン

とて例外でなく、まず、いかにす

ればワイズの皆さんがドットコ

ムを開いてくれるかが焦点にな

ります。自身のクラブ・ブリテン

について、今一度初心に帰り、“こ

の手引き”をもう一度開き、チェ

ックしてみるのも無駄ではない

な…と感じた次第です。 

貴クラブの一層のご活躍と、

600 号に向けての益々の充実・ご

発展を心より祈っております。

 

目黒川下流、天王洲まで 
ＷＨＯウォーキングのご案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

目黒川を五反田大橋から河口

の潮風の心地よい新都市空間、天

王洲まで歩き、途中、日本ペイン

ト明治記念館、荏原神社、旧東海

道品川宿、東品川公園、崩れ台場

などを訪れます。 

期 日：4 月 28 日（土） 

集 合：JR 山手線・五反田駅 

中央改札西口前 9：45 

解 散：東京モノレール天王洲ア

イル駅 14：30 

参加費：300 円（交通費・施設入

場料は自己負担＜今回

はなし＞） 

初参加の方は＋200 円 

３ 月 の 記 録  ニ  コ  ニ  コ 0円 

在 籍 者 数 

(内功労会員) 

１６人 

１人 
メ ネ ッ ト ０人 クラブファンド 2,500円 

出 席 者 数 １１人 コ メ ッ ト ０人 ファンド残高 150,441円 

メーキャップ ２人 ビ ジ タ ー １６人 ホテ校ファンド 12,300円 

出 席 率 ８７％ ゲ ス ト １人 ホ テ 校 残 高 86,372円 

前 月 修 正 － 出席者合計 ２８人 ＷＨＯ参加者 ３５人 

ブリテン 500 号に寄せて  
         元日本区理事 加藤利榮（横浜とつか） 

 

 

それから、トマスに言われた。「あなたの指をここに当てて、わたしの手を見なさい。 

また、あなたの手を伸ばして、わたしのわき腹に入れなさい。 

信じない者ではなく、信じる者になりなさい。」     ヨハネによる福音書２０章２７節   

2018 年４月号 
ＮＯ ５００ 

 

クラブ役員 

会  長 本川 悦子 

副 会 長 石井 元子 

書  記 篠原 文恵 

会  計 村野 絢子 

担当主事 宮崎  純 
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－３月第２例会（事務会）－ 
日時：3 月 22 日(火) 

19：00～21：00  

場所：山手センター 2F 

出席者：石井、大野、神谷、篠原、

高嶋、鳥越、村野、本川、吉田 

＜報告事項＞ 

①3 月のデータを確認した。 

②3 月次会計報告を承認した。    

③京都ウェストクラブから、4 月

14・15 日開催の「たけのこ掘

り de BBQ」とペンタゴン交流

会の案内があった。 

④4 月 28 日開催の富士五湖クラ

ブ「フライングディスク大会」

に大野、神谷さんが出席する。 

＜協議事項＞ 

①4 月第 2 例会 

日時：4 月 26 日（木） 

19：00～21：00 

 場所：ウェルファーム杉並 

②5 月例会：  

 日時：5 月 17 日（木） 

18：45～21：00 

 場所：ウェルファーム杉並 

 卓話：未定  

③次年度のクラブ役員のうち、会

計担当が河原崎和美さんに変

更、了承された。 

④長期休会者について、クラブメ

ンバーがご自宅を訪問して体

調などをお聞きする。 

⑤クラブ紹介のパンフレット作

りは、自分たちのペースで検討

することにした。 

⑥地域に密着したクラブ活動を

進める上で、地域ボランティア

センターとのかかわりを考え

ようとの意見があった。 

（書記・篠原文恵） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月から例会会場を変更 
4 月から例会会場が荻窪駅北口

に変わります。杉並区の施設です 

← ウェルファーム杉並 

電話：03－5335－7330 

JR 荻窪駅北口から青梅街道を渡

り、東京衛生病院方面に歩いた日

大二高通りの荻窪税務署隣り。荻

窪駅から徒歩 8 分、関東バス(荻

06・07 系統)荻窪税務署下車 1 分 

今月の強調テーマ：  LT 

どなたにも忘れがたい映画がおありでしょ

う。題名を聞いただけで、ストーリーやシーン

だけでなく、観たころの自分、映画館、一緒に

見た人など、懐かしい思い出がよみがえってき

ます。  

今月は、映画評論家・青木勝彦さんをお招き

して、映像を観ながら、懐かしい名画の時代的

背景や、見どころを解説していただきます。 

ぜひ、あなたの心に残る映画を胸にあたため

て、ご来会ください。 

日時：４月１９日(木) １８：４５～２１：００ 

会場：｢ウエルファーム杉並」４Ｆ 集会室 

（杉並区天沼 3-19-16  TEL／03-5335-7330） 

  JR・丸ノ内線荻窪駅北口から徒歩 8分 

会費：1,500 円（ゲスト･ビジター・メネット） 

担当：A 班（高嶋、竹内、鳥越、吉田） 

ＨＡＰＰＹ ＢＩＲＴＨＤＡＹ 

15 日 鳥越 成代 

 
受付 鳥越 成代 

司会 高嶋美知子 

 

開会点鐘          会長 本川 悦子 

ワイズソング           一   同 

聖書朗読・感謝          吉田 明弘 

挨拶・ゲスト＆ビジター紹介    会   長    

会食 

卓話者紹介            吉田 明弘 

 

卓話 『映画に魅せられて－私の追憶の名画－』           

      映画評論家  青木 勝彦さん 

ハッピーバースデー        会   長 

諸報告                 会 長 他 

YMCA 報告        担当主事・宮崎  純 

ニコニコ献金               一   同 

閉会点鐘             会   長 

４月例会のご案内 
 

卓話者紹介 

青木 勝彦（あおき・かつひこ）さん 

1942 年群馬県生まれ、育ち

は東京。慶応義塾大学卒業、映

画評論家。 

株式会社日立製作所入社。情

報事業関連会社の役員として

経理部門管掌。現在はコンサル

タントとして社外監査役等も

されている。シネマディクト所

属。学生時代から映画が趣味で

雑誌などに執筆。映画検定 1

級資格を持ち、昨年、著書を出

版された。 
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例会写真 
 
 
 
 
 
 

－３月合同例会報告－ 

久し振りの山手センターで持

たれた東京世田谷クラブとの合

同例会にはゲストとビジター7人

を加え 28 人メンバーが集った。 

今回の卓話は「知られざる昆虫

の世界」と題し、副題に－ゴミム

シを通して見えるもの－とあっ

た。吉田明弘さんが同窓生の集ま

りで偶然出会われた森田誠司さ

んを卓話者にお迎えした。 

先生は「ゴミムシ？」との反応

にうなずき、ある先生との出会い

から、他の人が関心を向けないと

ころに興味を持たれ、本業の歯科

医師のかたわら 100 種を超える

新種を学会に発表されている。原

色甲虫図鑑（保育社）の著書も出

されている。 

スライドで詳しく説明下さっ

たが、住む環境により固体の大き

さにも様々あり、足の長さ・形・

毛深いもの、全く眼の退化したも

のなどあり、採取した場所は北岳

山頂・利根川取手近く・白馬近く

の温泉地・紀伊半島等で、川底の

石の下・木の先端・落ち葉の下等

で、風や川の氾濫、海流によって

運ばれると考えられる。 

新種の名前にも南アルプスで

見つけた虫に、69 歳で亡くなっ

た母上の「ヒサコ」を記念として

命名し、1 か月の奥日光新婚旅行

中の新種には奥様のお名前から

「エイコアイ」と命名。特徴から

「ヒョウタンゴミムシ」「メクラ

チビゴミムシ」もある。 

標本が回ったが、カナブンに似 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た緑色の光ったものから、1 ミリ

の黒い点にしか見えないものが

あり、「捕まえ方は？」「これを

どう解剖するのですか？」「逃げ

ていきませんか」の問いには、「吸

虫管で採ります」「プレパラート

上に水 1 滴で固定し、顕微鏡で見

ながら解剖します」とのことでし

た。興味の尽きないお話でした。 

まだ 3 人しかいないこの研究

の後継者を募集中であること、誰

か応募しませんか？ 

 (村野絢子) 

出席者：＜メンバー＞石井・大

野・神谷・河原崎・篠原・高嶋・

鳥越・本川・村野・山田・吉田（東

京西）、朝倉・岩崎・太田・小川・

小原・川嶋・佐藤・張替・峰・村

野（東京世田谷）、＜ビジター＞

長谷川（東京八王子）、浅羽（東

京山手）、櫻井（東京むかで）、

小原・藤江（東京たんぽぽ）、田

上（熊本むさし）、＜ゲスト＞森

田誠司（卓話者）、＜MU＞神崎・

宮崎（YMCA 業務） 

 

桜絢爛、見沼田んぼ 
－３月ＷＨＯ報告－ 

 3 月の WHO ウォーキングは、

埼玉・見沼田んぼのサクラの満開

を見込んで、通常の第 4 土曜日を

1週ずらして 31日に行いました。 

参加者 35 人が、JR 武蔵野線・

東浦和駅を出発。 

 見どころは、①江戸時代の開拓

によって生まれた広大な「見沼田

んぼ」。②灌漑用水の芝川、見沼

代用水東縁と西縁を横につなぐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通船堀とその水位差を解消する

閘門、③なんといっても、川に沿

って豪華に咲き誇るサクラ、それ

に押し合うように木々、草々に咲

く花でした。 

 通船堀を管理した鈴木家で当

時の 1/2 サイズのひらた船、園芸

植物園で珍しい花を見、農場を横

切り、大地を踏むこともできまし

た。ワイズ関係の参加者は、石

井・本川・吉田（東京西）、中澤・

服部・藤江（東京たんぽぽ）でし

た。       （吉田明弘） 

 
地雷廃絶､東北支援 
東京八王子Ｃのコンサート 
 東京八王子クラブの社会貢献

活動・CS 活動として毎年継続し

て行われている第 20 回チャリテ

ィーコンサートが3月18日（土）、

北野市民センターで開催された。 

5 人編成のジャズバンド

“Swing Swing Swing!!”の演奏で

あった。懐かしい曲、私にとって

は聴き新しい曲等約 20 曲を軽快

にまたファンキーに聴かせてい

ただいた。聴衆は会場ほぼ満席で

あった。ワイズの人たちは多くな

く、一般の方が多数来会されたこ

とは喜ばしいことである。 

地雷廃絶キャンペーン（JCBL）

支援、東日本大震災支援のため

に、20 年も継続して開催にはさ

まざまな苦労があったと思うが、

それを克服し、実施は素晴らしい

働きである。微力ながらこの活動

に参加できることをよしと考え

ている。      （神谷幸男） 

（写真左）東京世田谷クラブとの合同例会であいさつする

本川会長 （右）ＷＨＯ３月、見沼代用水東縁を歩く 



2018／４-４ 

ホテ校私費留学生の 

サポート日記 

 東京西クラブは、2009 年 10 月

から YMCA ホテル学校の推薦を

受けて選ばれた海外留学生 2 人

に年間各 5 万円の奨学支援金を

贈っています。 

私が担当になって、まず最初に

したことは、募金箱を作ることで

した。高嶋美和子さんがわが家に

届けてくれた小箱を皆さんから

の寄付が集まるよう願いを込め

てリボンを飾りトールペイント

でデコレーションしました。 

奨学支援金の授与式は毎年 6

月に行われます。2016 年、私た

ちのクラブは 40 周年を迎えまし

たが、7 月 16 日には記念式典が

中野サンプラザで行われ、その折

に贈呈式も行いましたが、支援を

受けて、立派に社会人になった

方々も集まってお話をしてくだ

さいました。皆さん、生き生きと

明るい笑顔がとても印象的でし

た。 

今年の 3 月には、東京世田谷ク

ラブとの合同例会があり、席上で

12,300 円のご協力をいただくこ

とができました。現在、ファンド

は 86,372 円になりました。あと

2 か月で目標の 10 万円にして、

今年の 6 月例会で将来有望な若

者にお渡ししたいと思っていま

す。 

9 年の年月を経て、箱もリニュ

ーアルし、若者が巣立つよう大き

な花を描きました。これからも海

外から学びにきている留学生の

ためにお役に立てることをして

いきたいと思っています。 

（河原崎和美） 

 
東山荘の次期役員研修会 
 3 月 3 日・4 日、御殿場・東山

荘において東日本区の次期役員

研修会が行われました。 

昨年はクラブ役員全員が参加

しましたが、今年は会長の私 1 人

の参加となりました。 

 研修会は開会点鐘で始まり、栗 

本治郎東日本区理事の挨拶、他役

員の挨拶、紹介がありました。 

研修Ⅰでは区、国際の現況が語

られました。研修Ⅱでは区の次期

役員がそれぞれの事業方針を述

べられました。 

夜は懇親会の後、各部に分かれ

飲み会？ ではなく部長方針を理

解し、各クラブの活動方針を聴き、

役員同士の懇親を深めました。 

2 日目はそれぞれの役割等につ

いて話がありました。 

次に IT を活用して（Facebook

等）情報を発信するために活用組、

非活用組に分かれて研修を受け

ました。活気がある研修会でした。     

（会長・本川悦子） 

 

神田川船の会とともに 
東京グリーン、４５年 

 東京グリークラブの 45 周年記

念例会が 3 月 21 日、東上野のオ

ーラムで行われました。 

 同クラブは、東京 YMCA 中央

ブランチの 3 番目のクラブとし

て 1973 年に国際加盟、東京

YMCA 英語学校 OB と下町に

YMCA 活動を展開させたい思い

を持つメンバーが中心のクラブ

で、モダンさと下町の粋と意気を

持つクラブでした。 

 1979 年に地域奉仕活動として

「神田川船の会」を始め、時代に

合わせながらクラブの軸となる

事業に育て上げました。 

 記念例会では、記念講演を江戸

東京博物館の名誉研究員・小澤弘

さんによる『城郭都市江戸の水辺

の風景』とし、アトラクションで、

江戸芸『かっぽれ』（櫻川后姫社

中）をたっぷり観せるなど、「ら

しさ」を十分に示しました。 

一方、例会の中で 2 人女性会員

の入会式を行い、45 周年は、通

過地点であるとの心意気を見せ

ました。参加者は、約 150 人。 

当クラブから、大野、神谷、吉

田が参加しました。外は午前中か

ら冷たい雨、ここには熱気があり

ました。      （吉田明弘） 

中高生のサッカーとともに 
富士クラブ、３０周年 

富士クラブの 30 周年記念祝会

が、春穏やかな 3 月 24 日、富士

市ロゼホールで開かれました。 

 同クラブは、1988 年の京都国

際大会で加盟認証状を受けまし

た。ワイズ経験のあるメンバーは

1 人もいませんでした。 

中高生のサッカーに力を入れ、

2002 年から全国から女子高校生

チームが参加する 3 日間のサッ

カー大会を主催し、一時は、1,000

人を超える宿泊を受け入れたそ

うです。事情で 9 回で中止になり

ましたが、1994 年に始めた富士

市と近隣の中学校のサッカー大

会は、今年も 32 チームが参加し

て行ったそうです。 

記念会第 1 部の記念講演では、

東海サッカー協会会長・高田稔さ

んが『サッカーこそ我が師』と題

して講演され、130 人ほどの中学

サッカー選手が共に聴きました。 

第 2 部では、小長井義正・富士

市長と、森重男・熱海 YMCA 理

事長の祝辞がありました。 

第 3 部は、富士山が窓一杯に望

める会場に移り、鏡開きなど、賑

やかな懇親会でした。 

富士クラブメンバーの挨拶の

中には、「熱海 YMCA や富士山

YMCA グローバルエコビレージ

へのかかわりを見据えよう」「中

学生サッカー大会を、富士山部の

クラブのある市にも働きかけた

い」など、意欲的な発言がありま

した。富士クラブらしさのある

30 周年記念例会でした。参加者

は約 130 人、当クラブから吉田が

参加しました。  （吉田明弘） 

 

富士五湖クラブ 15 周年 
 富士五湖クラブが、創立 15 周

年記念祝会を 5 月 12 日（土）13：

00 から富士吉田市・魚吉会館で

行います。会費は 5,000 円です。 

当日、午前には、同会場におい

てあずさ部「富士の国」評議会が

行われます。 

file:///C:/Users/yoshida/Desktop/よる
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☆☆ インタビュー ☆☆ 
大村貴之さんに聴く 

＊  ＊  ＊ 

大村貴之さん（沼津）は、6 月開

催の東日本区大会の実行委員長

として、奮闘中です。(吉田明弘） 

 

 

 

 

 

 

 

 

―区大会の準備は大変でしょう。 

「覚悟はしていましたが、大変

です。特に昨年末に子どもが生ま

れてからは、仕事と家庭の両方が

バタバタになってしまい、クラブ

のメンバーや、区キャビネットの

皆様にご迷惑をかけてばかりで

す。でも素晴らしい大会になると

思います。ぜひご参加ください」 

―沼津クラブは、2 度目のホスト

ですね。1975 年は、夏に熱海国

際大会の開催を控えていました。 

「父が沼津クラブに在籍してい

ました。私は 5 歳で、東山荘の区

大会や直後の熱海国際大会につ

いては記憶がありません。ところ

が、その前年、下関大会に連れて

行ってもらったことは覚えてい

ます。寝台列車に乗ったこと、飛

行機に乗ったこと、関門海峡大橋

を渡ったことだけなのですが」 

―お父上は、大村俊之さん（現・

三島クラブ）。大村さんは、ワイ

ズ 2 世なのですね。大村さんが、

幼少だった頃、沼津クラブは、自

分たちでキャンプ場を造ってい

ました。思い出がありますか。 

「函南町の『田代のキャンプ場』

のことだと思います。タケノコご

飯を食べたことだけは、しっかり

覚えています」 

―大村家は、伊豆国一宮、三嶋大

社とかかわりがあるとか。 

「三嶋大社の宮司は、記録のあ

る平安時代以降、矢田部という家

がお務めになっているのですが、

私のご先祖様も平安時代以来、矢

田部家にお仕えしてきました。明

治維新後の廃仏毀釈で三嶋大社

がリストラするまでは、家業は神

社の神官だったということです。

今でも三嶋大社とは深いご縁が

続いています」 

―母上知子さんは大学教授。大村

さんが中学 3 年の時、「中学まで

は義務教育だけど高校は違う。行

きたいならお父さんにお願いし

なさい」と言われたそうですね。 

「筒抜けですね。言われるがま

まに『高校に』行かせて下さいと

お願いしたような気がします」 

―寄り道をしないで、今の仕事に。 

「当時は、とにかく家から離れ

たくて、金沢大学に進みました。

金沢は本当に素晴らしく良い街

でそこで危うく留年しそうにな

るほど存分に遊びました。現在の

信金中央金庫の内定を貰ってか

ら、あわてて単位を掻き集め、ソ

ツなく卒業しました。22 歳から

37 歳まで 15 年、そこで働き、現

在の職場に入りました」 

―今は、どのような仕事をされて

いますか。 

「信用金庫で支店長をしており

ます」 

―何かスポーツは。 

「小学生の頃に競泳、小学生か

ら中学生にかけては剣道をしま

した。水泳は今でも好きですね」 

―大村家を知る人は、貴之さんは、

おじいさん似だと言いますが。 

「父と違って温和さに欠けるの

ではないかと。声が大きいのと

『せっかち』なところは、祖父に

似ているといえば似ているかも」 

―座右の銘みたいなものは。 

「しいていえば『楽即能久（楽

しければ長続きする）』です。細

くても長く、自分でやると決めた

ことを連綿と継続していけるよ

う、ありたいものです」 

―ワイズには、どうして。 

「父は、子ども達にああしろ、

こうしろと言う性格ではないの

ですが、20 代の頃、遠回しに在

京クラブにでも入ったらどうだ、

と言われたことはあります。私は

YMCA には馴染みのない子だっ

たので、ワイズに入るとすれば故

郷に帰った後かな、と考えていま

した。直接には、沼津クラブの稲

田精治さんにお誘いいただいた

ことが大きかったです。沼津クラ

ブには、子供の頃遊んでもらった

おじさん達が何人かいらっしゃ

いました。入会の 3 年ほど前、祖

父の葬儀で、当時ご存命だった青

木栄美さんとお会いし、『いつか

戻ってきたら、ワイズにおいで』

とお声掛けいただきました。それ

が、生前お会いする最後でした

が、私にとって重みのある邂逅に

なったように感じています。今に

してみれば、自分の中では、ワイ

ズというより先に、沼津クラブが

あったのかな、と思います」 

―今、ワイズの良さをどう感じら

れていますか。 

「『やってみたいと思ったこと

に、成算もなくチャレンジできそ

う』なところが魅力ではないでし

ょうか。寛容で緩く活動できるノ

ビしろがあるところでしょうか」 

―若い人をワイズに迎えるには。 

「私は、YMCA やキリスト教的

な思想とは少し距離のある、どち

らかと言えば保守的な価値観を

持っていますが、自分と異なる価

値観・文化、また多様性に対する

寛容さを、ワイズを通じて学んで

いきたいと考えています。『若い

人』の在り様も本当に多様です。

ワイズや YMCA が日頃接してい

る若い人の幅は、若干狭いように

感じています。社会的な問題（場

合によっては宗教・政治も含む）

に関して一定水準のリテラシー

を持つ『多様な』人々に、もう少

し上手くアクセスする必要性が

あります。既往の YMCA との連

携に留まらず、各地域の自治体や

NPO 諸団体との交流・協働を積

極的に展開することが、近道だと

考えています」 

―ありがとうございました。 
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 ブリテン『Star in The West』

が今月で 500 号となりました。ブ

リテンはクラブの歴史そのもの

を刻んでいます。掲載したコラム

を中心に、自己流で振り返ってみ

ました。    （吉田明弘） 

 

東京西クラブの誕生 

東京西クラブは、1976 年に誕

生しました。会員 27 人。内 7 人

が他クラブからの移籍でした。会

長経験者が 6 人いましたが、新ク

ラブの役割は、会長の堀内浩二さ

んはじめ、フレッシュなメンバー

で固めました。ブリテンエディタ

ー（BE）は小山八州夫さん（多

喜子さんのパートナー）でした。 

 

プログラム冊子が創刊号に 

 私は、チャーターナイトのプロ

グラム冊子の制作を担当させて

もらいました。ありきたりのプロ

グラム冊子では面白くないので

ブリテン創刊号を『国際加盟記念

号』としてチャーターナイト当日

に発行しました。 

 

創刊号の内容 

創刊号の内容は、当日の式次

第、祝辞、決意表明、設立経緯、

会員紹介に加えて、トップ記事の

「本日、東京西クラブ、チャータ

ーナイト」はじめニュースを入れ

こみ、「東京西クラブの新戦力を

探る」などの読物もありました。 

 

今につながるもの 

創刊号には、今日につながるも

のがありました。①クラブのマー

ク、②ブリテンの題字『Star in 

The West』、③3 段組みの紙面、

です。 

最初に制作されたたクラブバ

ナーのマークは、杉並のシンボ

ル、杉並木を緑の鋸屋根状に表現

していました。でもレターヘッド

にはどうにも収まらないのです。

急遽新しいマークを創りました。

その後、マークはクラブバナーに

も採用されました。 

 

『Ｓｔａｒ ｉｎ Ｔｈｅ Ｗｅｓｔ』 

「クラブのブリテンには、特色

ある名をつけると良い」と、その

年度の国際会長、鈴木謙介さんか

ら助言があり、協議して、『Star 

in The West』に決めました。 

これは、聖書のイエスキリスト

誕生物語に東方の賢人たちが星

に導かれて旅をしたとあること

に由来しました。ブリテンも西方

のワイズメンの行く手を示す星

でありたいとの思いからでした。 

 

３段組みの誌面 

ワイズメンの文章は、どうして

も、形容詞が多くなりがちです。

スピード感のあるブリテンにし

たい。それには、1 行の字数を少

なくして形容詞を追い出すこと

だと、1頁を 3 段組みにしました。

おかげでレイアウトに変化が付

けられるようになりました。 

自画自賛の創刊号ではありま

したが、苦い記憶もあります。創

刊号は、東京目黒クラブの印刷業

の野畑幸平さんにお任せするは

ずでしたが急逝。校正も十分しな

いで印刷するハメになりました。

今、見ても冷や汗が出ます。 

 

ニュース性とストーリー性 

 ブリテンには、新鮮なニュース

が大切です。同時に、読むのが楽

しみになる“読み物”も欠かせま

せん。『Star in the West』は、

連載コラムを大事にしました。 

 

「東京西株式市況」 

 最初の連載コラムは「東京西株

式市況」でした。親クラブの 1 つ

である東京目黒クラブで連載し

たものを引き継いだ形でした。 

メンバー1人ひとりを株式銘柄

に見立てて、1 か月の間の個人情

報によって、株価が上下するので

す。「＊荒善吉さん：BF の切手

提出第 1 号。切手収集の㊙ノウハ

ウを開発しポイントを稼いでい

る。含み資産を買われて 3 円高」

とか。第 2 号から始まり、81 年

10 月で中断、86 年 8 月に復活し、

97 年 2 月号まで続きました。 

 

「うまい店 いける味」 

食通の安藤洋子さんが、4 号に

「おすすめのビーフシチュー店を

紹介しました。このコラムに「う

まい店 いける味」と名がついて

連載が始まり、84 年 6 月号まで

続き、話題を呼びました。安藤さ

んの転会のため、これも食道楽、

佐藤幸楽さんが 1 年間、「ちょっ

とよりみち」を連載しました。食

べ歩きの連載執筆には苦しいこ

ともあります。安藤さんは、1 年

間で、ジーンズのサイズが何度も

変わったそうです。 

 

「Ｈｅｌｌｏ ‼ ムーミン」 

クラブ創立から 1 年ほど経て、

メンバーのワイズや YMCA の理

解を深めるために解説のコラム

を設けようということになりま

した。私は、当たり前の解説では

読まれない、メンバーが編集長に

質問を出し、編集長がその人に答

える形式にしようと提案しまし

た。担当した石井一也さんが書い

た原稿を見て驚きました。タイト

ルは、「ハロー・ムーミン」。ム

ーミンは、BE の小山八州夫さん

のキャンプネームです。読者の質

問にムーミン谷に住むムーミン

が心を込めた手紙で答えるので

す。内容も入会 1 年の石井さん

が、どうして書けるのかと思うほ

どこなれていました。72 年まで

連載されました。ワイズ文献史上

に残る傑作だと思っています。 

 

「こーちゃんのウエルネス」 

83 年から 2015 年まで「こーち

ゃんの Wellness」が連載されま 

ブリテン 『Star in The West』 500 号 
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した。執筆は、「デンマーク体操

のこーちゃん」として全国ブラン

ドで、ウエルネスの推進者だった

堀内浩二さん。毎号、BE にきち

っとした原稿が真っ先に届きま

した。健やかな生活をテーマに分

かりやすく書かれて、多くの愛読

者がいました。84 年頃からは、

「東京西株式市況」とともにバッ

クページに掲載され、「東京西の

ブリテンは後ろから読まれる」と

いわれました。 

 

続々生まれた「読み物」 

1982 年には「さわやか訪問」

というメンバーの家庭訪問のコ

ラムが設けられ、89 年度には

「The Star of Smile‐Network」

コーナーが設けられ、会員の家族

紹介などを行いました。 

80年 6月号から 84年 6月号ま

で奈良昂さんが DBC 向けに英文

のページを担当し、92 年 1 月号

から 02 年 6 月号まで、石井一也

さんと中田恵梨花さんが英文の

コーナーを設けました。 

98 年、杉並 YMCA がスタッフ

も会館もなくなるという状況に

なり、8 月号から 99 年 10 月まで

センター運営委員長が「杉並

YMCA－Now」を書きました。 

97 年には、『日本ワイズメン

運動 70 年史』が発行され、そこ

に記されなかった余滴ともいう

べきエピソードが「日本ワイズダ

ム 70 年意外史」として 97 年 7

月号から、98 年 6 月号まで連載

されました。 

 

「ひとことマンスリー＆ワイズリー」 

ワイズメンやワイズメネット

の発言には、思いがけない含蓄の

あるもの、楽しいものがありま

す。02 年 8 月号から、そんな一

言を集めた「ひとことワイズリー

＆マンスリー」が始まりました。

「株式市況」が話題をクラブ内に

限ったため、マンネリ化したこと

もあり、今度は全国に対象を広げ

て、12 年 6 月まで続けました。 

ＰＣで編集、印刷は自分たちで 

02 年度から、印刷を外注しな

いで、パソコンで入力し、リソグ

ラフ印刷に切り替えました。制作

費が 100 分の 1 になりました。 

それまで、BE が編集から印刷、

発送までを担当していましたが、

05 年から編集を 4 人が月替わり

で担当し、篠原文恵さんが版下作

成し、大野貞次さんが印刷、高嶋

美知子さんが発送（その後、山田

紀子さん、本川悦子さん）を担当

する分業制に変えました。 

05 年度は、混同しやすい用語、

「標語と主題」「国際大会と世界

大会」「君とさん」などの解説コ

ラムを設けました。 

メンバーには、02 年 9 月号か

ら 04 年 7 月号まで「ワイズメン

の週間日記」として一週間の行動

の披露を、09 年 12 月号から 11

年 6 月号まで「イチオシお食事

処」の紹介をしてもらいました。 

  

次々に執筆者が広がる 

2012 年に「ひとこと」をやめ

ましたが、その半頁の跡地にメン

バーの随想が生まれました。 

それでも 20 人を切ったクラブ

には 6 ページ立てのブリテンは

無理だ、4 頁にしよう」という声

が出ました。インターネット配信

が主流になった今、3 段組みの誌

面は読みやすいとは言えません。

変革の検討も必要でした。しかし

6 頁を 4 頁にするには誌面の根本

的な変更が必要でした。意欲的な

企画を含めると 5 頁は欲しい。1

頁分は、新企画の「インタビュー」

で受け持つことにして、とりあえ

ず 6 頁を継続しました。 

15 年 12 月、体調を崩されてい

た堀内さんの連載が終了。この半

頁分を、重なる大手術から生還し

静養中の木原洸さんが闘病記「埋

もれ木の記」の連載を申し出てく

れました。この題には「かならず

再起するぞ」という強い意志があ

りました。しかし再び発症、5 回

の連載で絶筆。 

このスペースに今度は 90 歳の

竹内隆さんが「誰にでもなれる百

歳長寿を目指す－平成養生訓」を

10 カ月連載し、その後も「アン

チエイジング一口メモ」に健筆を

振るっています。 

また、5 児の母、村野絢子さん

が、繁さんとの思い切った育児ぶ

り、「シゲとあーやの子育て」を

執筆中です。 

 

歴代ブリテンエディター 

1976 年度 小山八州夫 

1977 年度 小山八州夫 

1978 年度 西原幸一郎 

1979 年度 吉田 明弘 

1980 年度 吉田 明弘 

1981 年度 佐藤 幸楽 

1982 年度 佐藤 幸楽 

1983 年度 石井 一也 

1984 年度 佐藤 幸楽 

1985 年度 佐藤 幸楽 

1986 年度 吉田 明弘 

1987 年度 吉田 明弘 

1988 年度 山田利三郎 

1989 年度 山田利三郎 

1990 年度 石井 一也 

1991 年度 神谷 幸男 

1992 年度 神谷 幸男 

1993 年度 吉田 明弘 

1994 年度 吉田 明弘 

1995 年度 神谷 幸男 

1996 年度 神谷幸男・石井一也 

1997 年度 石井 一也 

1998 年度 中田恵里花 

1999 年度 石井 一也 

2000 年度 神谷 幸男 

2001 年度 吉田 明弘 

2002 年度 吉田 明弘 

2003 年度 吉田 明弘 

2004 年度 吉田 明弘 

2005～2012 年度 企画：池谷、

大野、神谷、吉田が毎月交代

で務め、会長になった年度は

残る 3 人で担当した。入力・

レイアウトは篠原文恵  

2013年度～2017年度 企画から

池谷が抜け、3 人となった。

入力・レイアウトは篠原文恵

が 2004 年から継続。 
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10) 鶏がらスープの効用 

 2015 年の世界の平均余命が発

表されて、男女とも香港が第 1 位

となり、長く第 1 位の日本女性は

第 2 位になった。日本男性は第 3

位から 4 位に後退した。しかし日

本も男女とも前年よりは少しく

延長している。 

 日本の旅行会社の添乗員から

香港に移り住み、香港人と結婚し

中医学の大学教授になった「楊さ

ちこ」著「世界一の養生ごはん－

それは 1 日 1 杯のスープのおか

げ！」（小学館発行）の中に香港

人の健康長寿の理由が明らかに

されている。 

何処の家でも暖かい手製の「チ

キンスープ」150cc を飲むことか

ら毎日が始まる。この手製の鶏が

らスープこそ香港人の「お母さん

の味」で、このチキンパワーこそ

香港人の長寿の源だった。 

 私も、中医学の「一物全体」（有

効成分だけを抽出したサプリ等

ではなく食べ物としてそのまま）

の理論に納得して長年愛用した

サプリの内、ナチュバイタル（マ

ルチビタミンミネラル）を中止し

て毎朝 1 杯の市販の味の素社の

「丸鶏がらスープ」に変えた。調

子が良い。香港人にあやかりた

い。 

 

 

 

  

次女 A はチャコットでバレエ

衣装を作る仕事の後、自分で決め

た相手と結婚し、家庭を持ち 2 人

の母でありながら、家のパソコン

でデザインし、親しい職人さんと

衣装づくりをしている。 

だが、彼女の自己中心の正論

は、夫と、隣に住む義母には通じ

ず悩み続けた。彼女の強い口調に

負けた相手は暴力を振るうよう

になり、話し合いの出来ぬまま、

子どもと 3 人でアパートに移り、

1 年後離婚が成立した。 

上の孫は小学生の時から毎年、

東山荘の富士登山に参加し、高校

生になった昨年はリーダーとし

て活躍した。空気の良くない家庭

でよく乗り越えてくれたと愛お

しい。弟の中学生の孫は卓球部で

頑張っているが難しい時期をな

んとか乗り越えて欲しいと祈っ

ている。 

社会の中で自分の育った家と

同じ考え方の家は少ないこと、子

どもに高級なものを頂いたら、喜

んで頂戴することを教えなかっ

た自分、もう少し賢く家庭生活が

できると思っていた自分、結婚を

本人任せで、干渉しなかった自分

の甘さを思い知らされた。A とそ

の相手、ご家族には本当に申し訳

なく思っている。 

3女のNも同じ悩みを抱いたと

思うが、自分は劣っていると控え

目なのと、我慢強い性格で夫を立

てて静かに暮らしている。今春大

学院に進学が決まっている次男

はアルバイトで学費を貯め、返済

なしの奨学金を受け、父親の了解

をやっと取り付けた。大学までは

予定したが、大学院は想定外だっ

たようだ。長男は社会人、3 男は

高校生、クラリネットに夢中だと

いう。 

 

 ＹＭＣＡ Ｔｏｄａｙ  
◇「下町こどもダイニング」が東

陽町センターにてお試し版が 1

月 29 日に開催され、定員を上回

る申込があり、小学生 24 人と保

護者 4 人の参加がありました。  

一緒にゲームや歌を楽しんだ後、

準備にあたったボランティアも

交えて食事の時間を持ちました。 

1 人で食事をしなければならな

い、また保護者がいても弟や妹の

世話などに忙しく孤独を感じな

がら食事をしている子どもたち

などに向けた「下町こどもダイニ

ング」を 4 月からは毎月東陽町コ

ミニティーセンターで開催いた

します。 

◇神田川、日本橋川、隅田川周辺

を船でめぐるクルーズです。77

回目の今回は「歴史を再発見し現

代を再確認できる」コースとし

て、神田川・日本橋川に加え、隅

田川下流・東京港・晴海運河、中

央卸売市場移転計画地や東京オ

リンピック＆パラリンピック選

手村建設予定地などを周遊する

クルーズです。5 月 12 日（土）

参加費 3,500 円。詳しくは東京

YMCA のホームページでご確認

下さい。 

◇昨年 12 月末で閉館した東陽町

ウエルネスセンターが、4 月に再

オープンしました。「ウエルネス

東陽町」と名称を改め、テニスス

クールと子どもの水泳を実施し

ます。また東陽町センターも「東

陽町コミュニティーセンター」と

して地域活動を展開していきま

す。（   （担当主事・宮﨑 純）  
 

編集後記 
 ブリテンがいつの間にか 500

号になっていました。クラブ内で

も話題になっていなかったので

慌てました。400 号の時には、5

人のベテラン編集者に寄稿をお

願いしました。今回はあまりに急

で、頼めない。困ったときにいつ

も甘えてしまう横浜とつかクラ

ブの加藤利榮さんにお願いし、快

く書いていただきました。クラブ

の BE を何年もされています。あ

りがとうございました。 （AY) 

 

アンチエイジング一口メモ－(１０)   竹内 隆（９１歳） 

 

シゲとあーやの子育て⑨ 

村野絢子  


